
令和７年度第１回会議（７月２５日）まとめ 

オーナー及び不動産会社向けアンケート 
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意見交換 

【懸念点】 

・アンケートでオーナーの不安をあおっ

てしまう可能性。 

・対象者、回収率について 

【実体験】 

・行政介入・安定収入だと貸しやすい。 

・入居のトラブルとして、１年くらい家

賃もらわなかった人がいる。 

・通貨型 GHから、不動産屋に行った際

紹介された物件にすぐ決めた経験。 

【懸念点】 

・聞いて何につなげるのかがわかりづら

い項目がある。 

・相談窓口が多く分かりづらい。 

【実体験】 

・不動産屋に情報を聞かれても個人情報

でお答えできないことがある。 

・精神障害を持っていることは積極的に

は伝えず、本人と相談して情報を出す。 

・以前精神障害の方が問題を起こした。 

【懸念点】 

・質問項目が多い印象。質問項目や選択肢

を減らす必要がある。 

・オーナーに対する質問項目が不足して

いるのではないか。 

【実体験】 

・障害の程度を聞かれてもわからない。 

・ごみ出しなどルールを守られていない

際に注意することがあるが、その指示が

理解してもらえるかどうかが重要となる 

 

発  表 

・支援機関がかかわっていることをオー

ナーに理解してもらうことで借りやす

くなるのか、という点もアンケートを通

し見えてきたらいいと思う。 

・丁寧に作られているが、全体的に量が

多く、最後まで読むことを嫌がるかもし

れない。分量を減らす工夫が必要ではな

いか。 

・すべてではないが、調査対象者が感じて

いるであろう項目が少なく、実際の考え

を引き出しにくいと感じた。 

・相談窓口は紹介的に載せていいと思う。 

 

 

そ の 他 

・いろいろな機関がフォローをしてくれ

ると、貸す側も借りる側も安心できてい

いと思う。 

・６割程の回収率があればいいと思って

いる。どう生かせるかを話し合いたい。 

・協力してくれる不動産屋は大体決まっ

ているため直接インタビューをし、アン

ケートと両輪でやってもいいのでは。 

・オンラインで回答できるのがいい。 

・丁寧に作られている。 

・選択肢の中に、「わからない」も含める

とよいのではないか。 

・主に保証会社が担っている審査を通過

していると、家賃支払いへの不安が軽減

されると思う。 

【資料４】 



 

地域でつながる仕組みづくり 

 Aグループ Bグループ C グループ 

 

 

意見交換 

【既存の資源】 

・JAの組合内のサークル 

・熱中症対策として高齢者に物資を配布 

・「みんちゃれ」ゲームのようなもの 

・金魚のブリーダー 

・紙飛行機を飛ばす大会 

【課題】 

・場所を確保するのが難しい。 

・社協で情報を取り扱っているが量は不

十分。どう吸い上げるか。 

・知らないところに入っていくのは勇気

がいる。 

・誰が居場所へ引っ張っていくのか。 

【既存の資源】 

・地域生活支援センター 

・社協のわがまち相談 

・就 Bパルテ隣接のフリースペース 

・AI（相談先として） 

【課題】 

・どこにもつながっていない人はあえて

その選択をする理由がある場合もある。 

・AIなどは地域とのつながりではない。

しかし人とのつながりや考えをまとめ

る練習にはいいのではないか。 

・戸建ても減り、昔より近隣と気軽につ

ながることが難しい。 

【既存の資源】 

・社協の困りごと相談会 

・カフェなどの空きスペースを活用した

居場所 

 →場所の確保が困難で実際の開設には

つながりにくい現状。 

【課題】 

・資源が増加した一方でそれでもつなが

れない方が地域にいること。 

・相談の場に出向く必要があり、声を上げ

られない方は埋もれてしまう。 

・府中はアウトリーチ力が弱いと感じる。 

・アクセスが悪いと行きづらい。 

 

発  表 

・市内でも様々な活動が行われている。 

・一緒に行ってくれる人がいると、知ら

ない場所でも入りやすい。 

・デイや作業所へのつながりが第一歩と

なる場合もある。 

・新たなものを作るよりも既存の資源を

活用するのがいいのではないか。 

・今ある良い取り組みをモデル事業とし

て、自然につながれる取り組みができな

いか。 

・課題は多いが、様々な手段で窓口を広く

してつなげていきたい。 

・事業所が増えたことにより、個々が独立

している印象。引きこもりの肩を見つけ

にくい。 

そ の 他 
・当事者が内向的な場合、居場所側から

の呼びかけがあればいいと思う。 

・日本は相談先が大変多い。 

・成功事例を広めるのもいいのでは。 

・近隣通報がある場合、本人も困っている

のではと判断する。 



 


